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５ 月 ２ ７ 日 、 飛 鳥 町 佐 渡 地 内 国 道 ３ ０ ９ 号 で 、 大 型 自 動 二 輪 車 が 転 倒 し 、 奈 良 市 在

住の５２歳男性が亡くなりました。

車を運転される際は、交通ルールをきちんと守って運転してください。

人身事故の特徴について、昼夜別では、すべて昼間の発生、また、

事 故 の 類 型 別 で は 、 車 両 相 互 が １ ０ 件 と 約 ８ 割 を 占 め て お り 、 高 齢

者の負傷者は５名（前年同期比＋３名）と約４割を占めています。

刑法犯の認知件数は３４件であり、前年と同数となっています。

総 発 生 件 数 の ７ 割 を 占 め る 窃 盗 犯 の う ち 、 空 き 巣 な ど の 侵 入 窃 盗 が １ ５ 件 と 前 年 と

比 べ １ ４ 件 増 加 し て お り ま す が 、 本 年 １ 月 に 空 き 巣 犯 人 を 検 挙 し て

い ま す 。 万 引 き な ど の 非 侵 入 窃 盗 や 自 転 車 盗 な ど の 乗 り 物 盗 は 前 年

より減少しています。

詐 欺 等 の 知 能 犯 罪 は １ 件 と 前 年 と 比 べ ３ 件 の 減 少 と な っ て い ま

す 。 ６ 月 ま で は オ レ オ レ 詐 欺 な ど の 特 殊 詐 欺 の 発 生 は あ り ま せ ん で

し た が 、 ７ 月 中 に 約 ３ ０ 万 円 が だ ま し 取 ら れ る 架 空 請 求 詐 欺 が 発 生

しています。

非行少年などの総数は１６人で、前年同期より２４人減少しています。

不 良 行 為 少 年 の 行 為 別 状 況 で は 、 昨 年 に 比 べ て 「 深 夜 は い か い 」 で 補

導される少年が大幅に減少しています。

三 重 県 内 で は 、 本 年 １ 月 か ら ６ 月 ま で の 間 、 ６ ０ 件 （ 前 年 同 期 比 ー ３ ２ 件 ） 被 害 額

約２億５，５２０万円（昨年と比べ約１億１，０００万円増加）の特殊詐欺が発生しています。

被害件数が最も多いのは、ハガキやメールなどによる架空請求詐欺（４２件）であり、被害額

が最も多いのはオレオレ詐欺（約１億６，７００万円）となっています。

熊野署管内では本年６月まで特殊詐欺の発生はありませんでしたが、７月中に「未納料金があ

る」「少額訴訟を起こす」「本日中にコンビニで電子マネーを買って裏面の番号を教えて欲しい」

等の文句でだます架空請求詐欺が発生し、約３０万円が被害に遭っています。

また、被害の発生には至らなかったものの、架空請求のハガキが熊野市内の一般家庭に多数届

いています。

県内における水難事故の発生件数は、前年同期と比較すると１１件増加しています。

水難事故に気をつけるポイントは次のとおりです。

○ 海や河川へ出掛ける方

・ 飲酒後や体調が悪いときは泳がない

・ 天候には十分注意する

・ マリンスポーツや磯釣りなどする場合、必ずライフジャケット（救命胴衣）を着用する

○ 小さなお子さんを持つ保護者の方

・ 子どもから決して目を離さない

・ 危険な場所に近づかないように言い聞かせる

・ 「危ない」と感じたときにはすぐに注意する
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